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２ パネリストによる講演  茨城会場 

 
2.4 茨城会場 

2.4.1 体育活動における頭頚部外傷～脳振盪のマネジメント～ 

 

（１）頭頚部外傷の頻度 

スポーツ活動による死亡・重度の障害事故・ 傷病別割合は、平成１５年度から令和４年度までの２０年間

で、頭部外傷・脊髄損傷が 3 割を占めている。 

 

（２）頭部外傷の種類 

頭部外傷には以下のような種類がある。 

 

・頭皮挫創・皮下血腫 

・脳振盪 

・慢性硬膜下血腫 

・頭蓋骨骨折 

・急性硬膜外血腫 

・脳挫傷・挫傷性脳出血 

・急性硬膜下血腫 

・びまん性軸索脳損傷 

 

 

（３）注意すべき急性硬膜下血腫、脳振盪 

①脳振盪 

・頭部を強くぶつけるか、揺さぶられると頭蓋骨の中のやわらかい脳にひずみが生じる。 

・脳の機能が一部停止し、様々な症状が出現する。 

・症状として、意識消失、精神活動の障害、平衡感覚障害、様々な自覚症状が生じる。 

・これらの症状はほとんど短時間で回復するが、数日から２週間ほど続くこともあり、外見上は大丈夫そうで

も放っておくと危険なこともある。 

・急性硬膜下血腫と合わせ起きるかもしれない大けがであり、数日から数週間続くかもしれないこと（脳振盪

後症候群）、何年も経過してから繰り返して損傷すること（慢性外傷性脳損傷）などから重要なけがである。 

    

 

パネリストによる講演 

「体育活動における頭頚部外傷～脳振盪のマネジメント～」 

 

大橋 洋輝    
    

東京慈恵会医科大学 脊椎・脊髄センター長  
脳神経外科医 

  

（略歴） 
脊椎・脊髄センター長のかたわら、日本サッカー協会の医学委員としてアスリートの頭部外傷等へのサポートを

行っている。 

 

軽傷 

重症 
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